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A g G a S e　結晶は､ 0. 7　　且8/imの範囲で透明な半導体の非線形光学結晶で日､既に

1970年初期にC O2　レ-ザの第2高詞波発生2,3)や差周波発生2)が行なわれている｡しかし､

その後この種の結晶は一部の研究者4･5)により遠赤外線領域での波長変換材料として周いられてい

たはかばほとんど顧られなかったが､ 1980年後半になって､再び　　5iアm帯の非線形光学結

晶として脚光を浴びb)､ 2. 6-9fim光パラメトリック発振実験等も報告されるようになった7)

ただし､ A g G a S e　で光パラメトリック発振を行うためには高品質の結晶､特殊で高価なダ

イクロイック反射鏡と広等域反射防止膜の加工が必要であるので､より実用的で安定した3-5

Hm帯のコヒ-レント光を得るため､ CO2　レ-ザの第2,第3高調波発生(SHG, THG)を

匡罰M^Kc^K?

実験に履いたA g G a S e　は且×且×1c m　　且×且×且　5c m　のもので､ S HG用は

0-5且. 8- ,め-Oo　にカットしてあり､ S HG欄は入射面に　　11//m及び出射面に4-

6p.m､ THG欄は入射面に　　6/im及び出射面に3-4p.mの広帯域反射防止膜をそれぞれコ

ートしてある｡

まず､ 10H z, 5QmJ, 200n sのCO2　レ-ザの10｡ 63, 10. 25, 9. 57及

び　　20/imを用いてタイプー且SHG及びタイプー2THGの実験を行い1)正確な位相整合角

と屈折率を求めた8)0

次にCO2　レ-ザの波長を9. 57timに固定して､タイプー1S HG及びタイプ　2THGの

位相整合許容転(FWHM)を測定したところ､ SHGで△∂ext ｡ /-2. 0d e g｡ cm､ T

fiGで△Oexf　¢ /-2.且d e g◎　c mとなり､位相整合条件から求めた屈折率で計算した理論

値と一致することが分かった｡

したがって､ビームの鉱がり角3m r a d程度の市販のCO2　レ-ザを励起光濠として用いても

位相整合許容角が大きいため､ほぼ完全な位梱整合が得られる｡また定性的ではあるが､複屈折率
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の温度依存性は殆ど無視できるので､熱伝導率が良ければ高平均出力のCO2　レ-ザの波長変換用

結晶としてはきわめて有効である｡

ただし､この結晶はダメージしきい値がパルス繰り返し数により大幅に異なるため､励起レ-ザ

の繰り返し数を変えて測定する必要がある｡しかし､今回の実験では簡単のため､パルス繰り返し

数を10H zに固定して､励起エネルギー密度2J/cm　　ピークパワー密度1OMW/c m2

のところで10. 63〝mから第2,第3高調波へのエネルギー変換効率を求めてみた｡

公表されているダメージしきい値の近辺でのSHGへのエネルギー変換効率は14%,ピーク値

で22%､ THGへの全エネルギー変換効率は約3%,ピ-ク値で9%に達した｡

今後の問題としては､特にレ-ザ◎レ-ダへの応周を考えた場合より高速繰り返し運転を行って

ダメージしきい値の温度依存性を解明する必要がある｡
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